
（別紙１） 

事業計画書 

 備考 

 (１) 動力源は、電力、燃料油、産業ガス、都市ガス、LP ガス等の種別を記入すること。 

(２) 削減率については、年率を原則とするが、これによらない場合は更新前後で動力源  

が変わる場合を含め、適切な計算を行うこと。 

 (３) 燃料消費量及び燃料等削減効果の算定根拠を添付すること。 

(４) 設備の調達先が市内事業者でない場合は、市内事業者からの調達ができない理由書 

を添付すること。 

事業者名称  株式会社 都城 

業   種  製造業 

事業の内容  ○○○及び□□□の製造 

設備を設置する 

事業所の所在地 
 都城市姫城町６街区 21 号 

対象設備 

□ 空調設備   □ 冷凍・冷蔵設備(ショーケース含む)    

□ 変圧器    □ モーター   □ ＬＥＤ照明設備  

□ 給湯設備   □ ボイラー 

対象設備の用途 工場内の冷暖房用 

導入の目的及び 

期待される効果 

工場内の空調設備は、設置から 15 年を経過しており、省エネ基準を

満たした設備に更新することにより、電力消費及び電気料削減を図

ることができる。 

現在(更新前)の

設備の内容 

製品名 設備用パッケージエアコン 

型番 ＲＰ－ＮＰ２８０ＣＨＶＰ１ 

設置年 ２００７年（平成１９年） 

規格･容量 ＡＣ三相２００Ｖ １０馬力 

動力源(燃料) 電気 

燃料消費量/年 ６，８９８Ｋｗｈ 

導入設備の内容 

製品名 業務用パッケージエアコン 

型番 ＲＰ－ＡＰ２８０ＣＨＶＰ１ 

規格･容量 三相２００Ｖ １０馬力 

動力源(燃料) 電気 

燃料消費量/年 ４，９２４Ｋｗｈ 

設備の調達先 
名称 有限会社 都城電業 

住所 都城市太郎坊町１８４０番地２ 

燃料等削減効果 消費電力量の低減  (削減率２８％) 

着手予定年月日 令和５年６月１日 

完了予定年月日 令和５年９月３０日 

既存設備の内容につい

て記載してください。 

カタログ等を参考に、導

入する設備の内容につ

いて記載してください。 

導入設備が２種類以上ある場合は、

事業計画書はそれぞれ作成してく

ださい。 


